
 

 

 

 

 

 

                                           

【工団連】令和７年度 東京工団連会長表彰 
 
本紙 2 月号でもお伝えいたしましたが、令和７年度の東京工団連会長表彰

式において、東洋ドライルーブ㈱の豊澤孝太様が永年勤続優良従業員表彰を受

賞されました。 

豊澤様は、21 年の長きにわたり勤続され、社業発展に寄与されてきました。

現在はタイに赴任なさっていますが、今回一時的な帰国に伴い、同社飯野社長

より表彰状を手渡していただきました。大変おめでとうございます。 

 
 

【世工振】優良工業地視察研修を実施〈長野県茅野市・岡谷市 ７月3日～4日〉 
 

先般、本年度の優良工業地視察研修を実施いたしました。今回は当協会会員企業である㈱システムズヤジマ様

のグループ会社である㈱矢島様の諏訪工場と、同社の取引先企業である㈱トーモク様の長野工場を視察する機会

を得ました。両社とも長野県諏訪市周辺に位置しています。 

諏訪湖周辺地域は日本有数の工業地域であり、また明治以降の製糸業から始まり、戦後は精密分野、ナノテク

などオリジナリティ豊かな産業の集積地として注目されてきました。 

 

●㈱矢島  諏訪工場 

別記事「会員企業訪問記」にて詳細を掲載させていただいております。  

 

●㈱トーモク  長野工場 

食品・飲料・日用品メーカー向けの段ボール製造を主力事業とする国内有数の企業です。                                      

同社長野工場は、諏訪地域におけるサプライチェーンの一翼を担っています。工場内は最新設備を活用した自

動化・省人化による生産体制が構築されています。一方、品質管理や設備管理には人的な技術や経験を随所に取

り入れています。また実際の見学現場では、数トン規模の原紙ロールを用いた、迫力ある行程を目の当たりにす

ることができ、包装資材が製造業を支える重要な基盤であることを再認識いたしました。 

見学後も、参加者との活発な意見交換が行われ、昨今の人材不足や原材料・エネルギー価格の高騰など、共通

の課題について率直な議論が交わされる貴重な時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●岡谷蚕糸博物館 

諏訪地域は、明治以降の製糸業発展を契機と

して、日本有数の工業地域へと成長しました。館

内は貴重な文献や写真、当時海外から導入され

た操糸機が展示され、経産省より近代化産業遺

産に認定されています。また当館は、実際に生糸

の製造を行う製糸工場としても機能しており、

養蚕の様子や、生糸の製造現場を見学しました。 
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工場内での工程の説明 

 

視察後の意見交換 

 

製糸業の歴史に関する説明 生糸の製造風景 

 



   

 

 

【世工振】会員企業訪問記㉑ ㈱矢島  諏訪工場 
 
先般実施されました優良工業地視察において、当協会の会員企業である、

㈱システムズヤジマ様のグループ会社である、㈱矢島様の諏訪工場を訪問い

たしましたので、以下ご報告させていただきます。 

1931（昭和６）年創業。事業内容はシステムキッチンをメインとして、セ

クショナルキッチン、洗面化粧台、その他収納家具を当工場にて生産してお

られます。特徴としては、木加工・金属加工・物流配送拠点を一拠点に集約し、

多品種少量生産を行っていらっしゃる点が挙げられます。他社の ODM／OEM

製品のみならず、確定受注生産のオーダーメイド品まで手掛けていらっしゃ

るところに、同社の技術力、生産管理レベルの高さを窺うことができます。ま

た、企画、開発から生産、販売まで一貫体制で操業なさっているのも、同社の

強みです（商品企画、販売については、当協会の会員事業所である、グループ

会社の㈱システムズヤジマ様が行っています）。 

工場内は整理整頓がなされ、安全性や作業効率に配慮した生産現場である

ことが徹底されていました。至る所に安全や整頓に配慮すべく、注意喚起の

標語が掲示されており、また工場の一角には、過去に行ってきた改善活動の

年表パネルが壁面に設置されていました。 

一方、印象的だったのは最新鋭設備を備えながらも、ステンレス素材の加

工（溶接・切削・板金・研磨等）については、機械に頼らず、職人が手作業で

仕上げを行っていることでした。若手からベテランまで、世代を超えて技術

継承がなされている様子がよく理解できました。今後も外注作業の内製化や

作業現場のレイアウト変更など、ローコスト化や効率化に取り組む一方、製

品の完成度を追求するには、機械ではなく、人の技が絶対に外せないことは、

確定受注のオーダーメイド製品の完成度を高める絶対条件だということは想

像に難くありません。 

工場エントランスに展示されている、キッチンの完成品を見ると、その美

しさに心が豊かになるような空間でした。お忙しい中、ご対応いただき、誠に

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

事務局からのお知らせ 
 

■「通信教育講座」の開講ご案内（助成あり） 

世工振では、人材育成事業として、日本能率協会マネジメントセンターのご協力を得て、

本年度も通信教育講座を開講いたします。 

会員企業の受講修了者に対し受講料の半額補助（会員以外：30％補助）を行います。従業員の自己啓発支援

として、受講者のご推薦、従業員へのご案内をいただき、組織の活性化を図っていただければ幸いです。詳細は

同封のパンフレットをご確認願います。 
 

■労働保険事務組合より受託事業主の皆様へ 

令和８年度労働保険料第 1期分の申告・納付が完了いたしました。ご協力誠にありがとうございました。 

なお、第２期分の口座振替実施日は 令和 8 年 11 月 2 日（月）です。 

何卒ご留意くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

工場内の見学風景 

シンクの仕上げ工程を見学 

ステンレス素材の加工現場 

改善活動についての説明 

工場エントランスの展示スペース 工場内の同社製品展示スペース 集合写真 


